
 

 

 

 

 

 

 去る１０月２６日、「串本町地域運営会議」が串本町役場会議室にて

開催されました。１０月１５日に開催された推進会議の活動報告。そ

の推進会議を受けた地域運営会議におけるこれからの取り組みについ

て具体的な意見交換が行われました。 

景観における現状の問題、各団体の思索、そして改善策など、たく

さんの意見が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本風景街道 熊野』 

■■事事務務局局かかららここれれままででのの活活動動報報告告をを致致ししままししたた。。  

～ 議 事 次 第 ～ 
１．挨拶 
２．これまでの活動 
 （１）会議運営 
 （２）地域運営会議代表者の決定について 
 （３）具体的な取組みの紹介 
 （４）第２回推進会議の報告 

・ 正式名称『日本風景街道 熊野』の決定 
・ 規約の改訂について 

３．課題と今後の活動方針 
 （１）地域の課題とその対応 
 （２）今後の活動方針 
 （３）集中月間の実施について 
 （４）これからの活動 
 （５）支援メニューと地域のメリットについて 
４．今年度のスケジュール 
５．その他 
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第第２２回回『『串串本本町町地地域域運運営営会会議議』』がが開開催催さされれままししたた。。  
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●正式名称の決定について
正式名称について「第２回推進会議」にて、シーニックバイウェイ紀南（仮称）から『日

本風景街道 熊野』に決定したことを報告しました。 

●規約改訂について
「日本風景街道 熊野」の活動状況に合わせ、新たな会議の創設（広域活動団体会議、各

種委員会）や新規参加・退会に関する条項を追加したことを報告しました。 

●これまでの活動状況報告 
各種会議運営に留まらず、ＨＰやテレビ放送・新聞を活用した活動紹介、専門家による視

察の実施と参加団体の協力、その他具体的な活動・検討を実施してきたことを報告しました。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■おお忙忙ししいい中中  会会議議にに参参加加ししてて頂頂ききままししたた。。  

【出席団体名】 
○ 二色睦美クラブ 
○ 串本町観光協会 
○ 特定非営利活動法人ガイアライン 
○ グランドデザイン那智勝浦 

【事務局】 
○ 串本町 建設課 
○ 国土交通省紀南河川国道事務所 工務課 
○ 国土交通省紀南河川国道事務所 串本国道維持出張所 
 

●防砂フェンスの設置状況について 
・ 現在、上浦海岸に地域住民の災害対策の理由から防砂フェンスが設置されています。パン

チングメタルの穴から少しは綺麗な夕日を眺められるのですが、できればもっと景観に配
慮した仕様のもが考えられないかとの意見がありました。 

・ 生活の拠点である地域住民の安全と景観を楽しみにしている地域住民や「訪れる人」の両
方が満足できる方策について議論がされました。 

・ 昔から自然による防衛が一番災害に強いという意見もあり、防砂フェンスから防砂林（ハ
マボウ・松）の採用を検討、また両者が満足するということは難しいものの、問題を１点
にフォーカスせず、互いの利点を検討し、この「日本風景街道 熊野」の活動をきっかけ
に長期的な施策を考える事が大切であるとの意見がありました。 

・ 方法として他の地域での防砂林の事例の調査、景観パースによる具体的なイメージの構
築、防砂林の試策がだされました。 

 
●集中月間について 
・１１月を集中月間とし、ロゴマークコンテスト・フォトコンテスト、景観評価、オープン

カフェなど様々な活動を実施していくこととし、その中で地域の皆さんが参加していただ
ける活動について、募集等を行いました。 

・集中月間中における特定の広報はありませんが、以前から「クリーンアップ作戦」として
地域の清掃活動が積極的に行われていること。また１１月１１日には串本から古座にかけ
て「古道ウォーキング」も実施予定であり、広報にアドレス等の掲載とともに、活動の周
知を図ることとなりました。 

 
●海岸のゴミ処理について 
・ 海岸に流れつく流木の掃除やゴミの処理について、現状の問題と行政の対応に対する要望

や意見がありました。 
・ ２００５年６月に施行された「景観法」は地域ごとにさまざまな規制を定める事が可能で、

「日本風景街道 熊野」の推進に上手く取り入れれば海岸線に設置される付属物の「色」
や「高さ」「形」など地域全体のイメージが提案でき、他に誇れる地域の発信がつながる
との意見がでました。 

・ 行政の方には手段という道を用意して頂くが、最終的には地域住民が主体となって計画を
進めることが他の地域に手本となるいい計画の成功につながると思うとの意見も出され
ました。 

 

「日本風景街道 熊野」推進協議会の活動に関するご意見・お問い合わせは 

「日本風景街道 熊野」推進協議会事務局 

   和歌山県 県土整備部 道路局 道路政策課  TEL：073-441-3116  FAX：073-441-3107 

国土交通省 紀南河川国道事務所  工務課  TEL：0739-22-4564  FAX：0739-26-1641

■■ここんんなな話話題題でで盛盛りり上上ががりりままししたた！！！！  


